
事業名 ふるさと納税 募集人数 1名

主な活動・効果

【地域協力活動の内容】

①ふるさと納税サイト掲載情報管理
②地域内の産品等を使った返礼品の開拓
③返礼品に関する町内事業者へのサポート

【地域協力活動により柳津町が期待する効果】

・事業者間での連携による返礼品の開拓が行われる

・魅力ある返礼品により、自治体への納税、事業者の収入アップ

・納税者が柳津町へ訪れる機会が創出される

地域おこし協力隊募集

の背景

【地域の現状や解決したい課題】

・町内事業者が産品を販売できるオンラインサイトが無く、店舗販売のみでの営業が主となっている。（各自のオンラインサイトは有る）

・自治体の収入源としてふるさと納税は唯一と言っても過言ではない施策であり、地元事業者の収益にもつながる。

・おまとめサービスを活用して納税を集約しているが、手数料（10％）分が域外へ流出しており、町内の事業者が担うことができれば域内で経済循

環が生まれる。

・納税額、返礼品の増加＝負担の増加、推進するためにはある程度の人員が必須である。

・納税者との町を繋ぐ企画（交流人口を関係人口へ）

主な活動場所／協働パートナー

【どこで活動する？】

・柳津町みらい創生課内

・町内事業者との打合せは町内全域が対象

【パートナー】

・町内の各事業者

・道の駅等の公共施設

求める人材像／出口戦略

【こんな人に来てほしい】

・ふるさと納税事務経験者であればありがたいです

・マーケティング調査、イベント企画に興味がある方

・ふるさと納税をしたことがある方

【３年後のイメージは？】

・町からふるさと納税業務をアウトソーシング

・町内の企業での実施や起業して外部委託先として想定



事業名 移住・定住の促進 募集人数 1名

主な活動・効果

【地域協力活動の内容】

①SNSを活用した町内情報の発信
②シェアHOUSEの管理、運営
③移住相談窓口、現地対応
④移住イベントへの参加、移住体験イベント企画
⑤移住者コミュニティの形成

【地域協力活動により柳津町が期待する効果】

・移住検討者へ情報が発信される

・移住に関する問い合わせの窓口が設置され、移住体験の受入れが

行われる。

・移住者同士のコミュニティが形成される

地域おこし協力隊募集

の背景

【地域の現状や解決したい課題】

・移住に関する情報発信や受け入れ態勢が整わず、移住希望者への対応ができていない

・町内には賃貸物件が無く、子育て世代や若年層へのアプローチが難しい

・子育てに関する支援は充実している

・移住、移住者の定住に向けた事業の推進では、担当者の変更でノウハウが蓄積されず、継続した実施が難しい為、将来的に移住コーディネーター

を担う協力隊制度の活用した人材確保が必要

主な活動場所／協働パートナー

【どこで活動する？】

・柳津町みらい創生課内及び整備予定の移住、定住拠点

【パートナー】

・地域住民

・併任の移住コーディネーター

求める人材像／出口戦略

【こんな人に来てほしい】

・コミュニケーション能力が高い方

・情報にアンテナが高い方

【３年後のイメージは？】

・町からの委託事業として、移住、定住施策の推進

専任の移住コーディネーターとして委嘱

この事業の地域おこし協力隊の
募集は終了しました



事業名 自然環境を活かした地域活性化 募集人数 1名

主な活動・効果

【地域協力活動の内容】

（一財）やないづ振興公社が管理運営する越後三山只見国定公園・
奥会津ビジターセンターを拠点として活動
①町内の自然環境を活かしたアウトドアアクティビティに関する企画
②アウトドアアクティビティ関連のガイドとして活動するための勉強、資格
取得

③越後三山只見国定公園に関する情報発信
④体験商品の造成、受入体制の構築

【地域協力活動により柳津町が期待する効果】

・奥会津の自然を楽しむ人（ファン）の増加→ファンが人を呼ぶ流れ

・国内アクティブ層やインバウンド富裕層など新たな観光客層の獲得

・ビジターセンターの認知度向上、来場者増加

・観光客や地域住民と自然・地域をつなぐハブとなる

・地域住民の意識の変化（子ども向けの環境学習等も想定）

・会津地域のアウトドア関連に関する横のつながりを生む場所

地域おこし協力隊募集

の背景

【地域の現状や解決したい課題】

・令和６年に越後三山只見国定公園・奥会津ビジターセンターが道の駅施設内にオープンしたが、現時点では自然環境を積極的に活用し地域振

興に活かすような事業を実施することはできていない。

・自然ガイド養成事業を開始したが、町内での人材が不足している。

・自然環境を活かした体験プログラムの造成により、新たな客層の獲得を図る。

主な活動場所／協働パートナー

【どこで活動する？】

奥会津ビジターセンターを拠点に活動する。

【パートナー】

町・協力隊・振興公社の三者が一体となって活動する。

日常のフィールドの中では、ビジターセンターや観光物産館清柳苑の

スタッフ、町職員や自然ガイド養成事業参加者。

地域と協力しながら活動していくため、地域住民や観光関連事業者

等とも積極的に交流してほしい。

求める人材像／出口戦略

【こんな人に来てほしい】

・ある程度の社会経験があり、社会常識や社交性がある方

・自発的な活動や提案ができる方

・やりたいことや目的意識を持って活動に取り組む方

・自然や人と関わることが好きな方

【３年後のイメージは？】 ※あくまでも任期満了後のひとつの形として

やないづ振興公社の社員となり、ゆくゆくは道の駅の駅長に。ビジター

センターだけでなく道の駅全体のレベルアップに貢献する人材として活

躍していく。アウトドア体験の受入体制の土台ができあがっており、複

数の体験商品の受入れが可能となっている。



事業名 地域の健康づくり 募集人数 1名

主な活動・効果

【地域協力活動の内容】

①地域の保健師として健康づくりに関する活動

②支援が必要な方への指導・助言

※活動の例

保健指導・妊産婦ケア・乳幼児健診・健康教育事業（健康教室など）・

思春期講座・総合健診・各種がん検診・予防接種 など

【地域協力活動により柳津町が期待する効果】

・違う地域からの感性により、従来と違った保健指導などの在り方を期

待したい

地域おこし協力隊募集

の背景

【地域の現状や解決したい課題】

・保健事業を今後も継続し、住民の健康増進等に寄与していくため、広く担い手を募集したい

・高齢化の進行などにより今まで以上に丁寧な保健活動が必要となってきている

・町の保健活動を行う保健師が不足しているため、様々な場面で町民生活を支える活動を担ってほしい

主な活動場所／協働パートナー

【どこで活動する？】

柳津町役場 町民課 保健衛生係

【パートナー】

・保健衛生係 保健師

・保健衛生係 管理栄養士

・福祉施設等関連組織職員

・柳津町職員

求める人材像／出口戦略

【こんな人に来てほしい】

・地域に根付いた健康づくりに興味がある方

・保健師の資格を活かしながら地方移住を考えている方

【３年後のイメージは？】

・町役場の保健師として移住・定着していただけるのが理想です



事業名 奥会津の絶滅伝統食レスキュー事業 募集人数 1名

主な活動・効果

【地域協力活動の内容】

奥会津の伝統的な保存食文化や地域文化財を核に、「食の知」や歴史文

化が体感できる「集落ガストロノミー」を新たに形成します。

主な活動は、伝統食の再現や自然素材の確保を始め、地域文化財と融合

させた食提供の仕組み作り、商品企画、情報発信等です。圓藏寺や古民

家での伝統食や文化体験イベントの企画・運営など全般に携わっていただく

ことなどを想定しています。

【地域協力活動により柳津町が期待する効果】

「観光消費と文化財保全の好循環を作る」

文化観光による飲食、宿泊、商品販売等により

奥会津の食文化を次世代につなぐことをめざします。

地域おこし協力隊募集

の背景

【地域の現状や解決したい課題】

奥会津地方では、雪深く長い冬を生き抜くため、保存食により命をつないできた食文化が形成されています。山と川の幸を材料とする保存食や、北

前船がもたらした乾物が融合した独自の料理として継承されており、年中行事や祭礼と結びつきながら、集落単位で命をつなぐ保存食の文化が色

濃く残っています。一方で、住民の高齢化に伴い、これらの継承が年々難しくなってきています。生活の変化により昔からの知恵や歴史的な資料価値

のある民具等が失われつつあります。近年では、越後三山只見国定公園や只見川の豊かな景観美を背景に、多くの国内誘客やインバウンド観光が

推進され、地域住民から伝統食を中心する地域文化財の利活用を求める声が大きくなっている。

主な活動場所／協働パートナー

【どこで活動する？】

柳津町中央公民館、柳津町

【パートナー】

地域住民

福島県立博物館

地域づくり中間支援会社(2025年5月設立予定)

求める人材像／出口戦略

【こんな人に来てほしい】

・日本の伝統的な食文化、地方文化、寺院・民俗に関心のある方

・田舎のおばちゃんたちと一緒に仕事ができる方

【３年後のイメージは？】

起業、地方公務員(柳津町役場)、地域づくり中間支援会社職員



事業名 林業で１０００万プレイヤーを目指す！儲かる林業後継者育成事業 募集人数 1名

主な活動・効果

【地域協力活動の内容】

町内林業事業者（個人事業主）に師事し、確かな伐採技術を身に着けて

いただき、最長３年後に町内林業事業者の基盤を引き継いだ就業若しくは

独立を目指していただくことを想定しています。

基本的には素材生産（チェンソー伐採や造林）や特殊伐採（ツリーイング

による樹上伐採や特殊器具を使った特殊伐採）の組み合わせによる高収

益林業の確立を目指しています。

【地域協力活動により柳津町が期待する効果】

確かな伐採技術を持つ「木を伐る達人」がいることで、地区共有林な

どのまとまった森林経営が可能となり、林業を起点とする経済循環が

生まれることが期待されます。

伐採による林業経営だけでなく、特殊伐採もできる達人が地域に根

付くことで、屋敷木や寺社仏閣の木の管理もでき、安全で安心な地

域づくりにも繋がります。

地域おこし協力隊募集

の背景

【地域の現状や解決したい課題】

柳津町は、長らく個人事業主の伐採事業者が２社（２名）のみであり、その２社も高齢であることから地域に林業事業者が居なくなってしまうと

いう危機感を抱えていました。地域での森林経営や特殊伐採の需要はあるものの、既存の事業者ではその需要を満たせず、林業事業者の拡充と

後継者が喫緊の課題でありました。

令和７年度には１名の林業後継地域おこし協力隊員が就業していただきましたので、林業事業者の拡充を更に図るため、今回の募集に至りました。

主な活動場所／協働パートナー

【どこで活動する？】

柳津町内個人事業主の伐採現場（伐採技術習熟）

各種研修会場（林業に必要な資格・技術の取得）

【パートナー】

柳津町内個人事業主

先輩である林業後継地域おこし協力隊員

求める人材像／出口戦略

【こんな人に来てほしい】

・チェンソーマンになりたい方

・ツリーイングや樹上作業士に興味のある方

・大自然の中で仕事がしたい方

・ローカルベンチャービジネスに興味のある方

【３年後のイメージは？】

町内林業事業体での就業

独立起業


